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堀越芳昭教授の定年退職に寄せて
経営情報学部長　齊 藤　 実
堀越芳昭先生は、2012 年３月末日をもって山梨学院大学を定年退職いたしました。本学においては、
経営情報学部長ならびに大学院社会科学研究科長などの要職を歴任されました。現在は引き続き、非
常勤講師として山梨学院大学経営情報学部に出講して頂いております。
先生の主な専門分野は、比較企業経営論（日本企業、中小企業、社会的企業、協同組合）、CSR 論、
地域産業論などであります。本学在職中の担当科目は、中小企業経営論、中小企業経営論Ⅰ・Ⅱ、日
本的経営論、企業社会責任論、専門ゼミナールⅠ・Ⅱ、経営学特殊講義Ⅰ・Ⅱ（大学院）、演習Ⅰ・
Ⅱ（大学院）など多岐に亘っておりました。
日頃より、豊富な知識に裏打ちされた数多くの講義や熱心なゼミナールでのご指導など卓越した大
学教育を実践されてきました。堀越芳昭先生の教育基本方針ともいうべき大学教育に関する深いお考
えには大変学ぶべきものがあります。先生には、大学は「研究機関」であり「教育機関」であるが、
さらに「学習機関」でもなくてはならないとの強いお考えがありました。教育は学生に対して教員が
行いますが、学習は教員がサポートしながら学生が主体的に行うものであるという主張です。この「研
究と教育と学習」の三位一体性が大学の役割であるというのが先生のお考えです。また、「研究と教
育の統一」について、「（教員の）研究成果を（学生に）教育することによって統一される」としばし
ば言われます。「研究と教育の統一」とは、「（教員の）研究成果を（学生に）教育し、（学生への）教
育活動の中で研究課題や研究内容を（再）発見し検証する、そうした相互循環的な統一」のことであ
るとのことです。
次に、堀越芳昭先生の研究活動について申し述べます。先生の主な所属学会は、日本経営学会、経
営行動研究学会、日本中小企業学会、日本協同組合学会他であります。日本協同組合学会においては、
会長（2003 年 11 月〜2005 年 10 月）、同副会長（2001 年 10 月〜2003 年 11 月）を歴任されました。
また、経営行動研究学会では理事（2003 年７月〜）の要職にあります。
堀越芳昭先生の研究に対する姿勢は極めて真摯であります。先生の研究に対する基本的なお考えは
先生のお言葉によると以下の通りです。
多元的社会としての現代社会において、企業と経営の学としての経営学はきわめて広範な分野を
網羅してきています。その対象は、私企業や株式会社をはじめ、中小企業や地域企業、公益組織
や民間非営利組織（NPO）・協同組合・中間組織等にも及んでいます。なぜなら現代は、産業・
経済の担い手としての多種多様な経済主体や経済組織がそれぞれの独自性を発揮しつつ相互に連
関しあうという相互依存的な経済社会になってきているからです。経営学の２つの領域、すなわ
ち企業論と経営管理論のうち、私は経営管理論をベースとしつつ、主として「企業論」を中心と
した経営学、すなわち新しい領域として「比較企業論」を構想するものです。今日のような大転
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換期においては、根源的かつ長期的な視野からの検討と新たな動きに対する敏感な感性が不可欠
であります。すなわち、これまでの学術的成果を再確認し、その現代的正否を問いつつ、広い視
野から新しい動向に目配りすることが求められます。このようにして企業と経営をめぐる現代的
諸問題を取り扱っています。
このような先生の研究に関する深遠なお考えのもと、長年にわたり学会活動なども含め、数多くの
研究成果を生み出してこられました。先生は、これらの研究の過程において、母校の早稲田大学から
商学博士の学位を取得されております。数多くの成果の蓄積は、ご自身はもとより本学経営情報学部
にとっても大変有意義なものであります。
最後にあたり、堀越芳昭先生の多方面での今後の更なる研究ならびに教育におけるご活躍を大いに
期待するものであります。
